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うどんこ病抵抗性と密植栽培適性を兼備し施設栽培に適した 
ダリア切り花用品種の育成 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人千葉大学大学院園芸学研究科・三吉一光 
 
２ 研究期間：2018～2022年度（5年間） 
 

３ 研究目的 
ダリア切り花を増産ならびに安定供給するために必要な、施設栽培環境に適した，

すなわちうどん粉病抵抗性を持ち，かつ密植に適した草姿で，さらに花色などが安

定した新品種を育成する。 
 

４ 研究内容及び実施体制 
① うどんこ病抵抗性および草型を改良した系統の選抜 

うどんこ病抵抗性と密植に適した小型で立性の葉を持った個体を育成する。

うどんこ病抵抗性の選抜遺伝子マーカーを探索し，実施期間中に実用化する。 
（千葉大学大学院園芸学研究科，株式会社ミヨシ） 

② 増殖と種苗の無病管理 
営利栽培に必要な苗の無病化を行い試験管内で維持し営利栽培に備える。ま

た，秋田県と宮崎県の４年目と５年目の試作で用いるプラグ苗の生産を行うと

ともに、営利生産に必要な発根性などの苗の生産性を検定する。 
（千葉大学大学院園芸学研究科，株式会社ミヨシ） 

③ 南北リレー出荷に必要な広域適応性を持った系統の選抜 
前年度に一次選抜した系統を対象に，寒冷地および暖地における花の色や形

の安定性について栽培試験によって選抜する。(秋田県，宮崎県，株式会社ミヨシ) 

④ 普及支援業務 
実用形質の選抜の際に個人育種家ならびに大手販売会社の立場から助言を行

う。また，ダリアの注目度が高まる秋から冬にかけて品種候補を株式会社大田花

きと協力して最終年度後半から宣伝と普及に努める。 
（株式会社ミヨシ，株式会社大田花き） 

 

５ 達成目標 
上記①～④により，うどんこ病抵抗性と立性かつ小型葉を持ち，さらに花の形や

色が安定的に発現する系統を選抜し，最終年度末に品種登録の申請を行う。さらに，

速やかに育成した品種を普及させるための，広報活動を最終年度の秋から実施する。 
 

６ 期待される効果・貢献 
本事業において育成する施設園芸環境に適応した品種により、施設栽培における

生産が増大し供給も安定する。また、南北のリレー出荷によって、潜在的な大きな

需要があるにもかかわらず、これまでにそれぞれ秋の約半分程度の出荷しかなかっ

た冬と春にも増産が可能となる。 
 
【連絡先 千葉大学大学院園芸学研究科 047-308-8703】 
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